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1 序論 
本研究は，Web 上の HTML 文書を利用した辞書拡
張を行う．ここで言う辞書とは，あるカテゴリ (e.g., 
carmaker) に属する辞書単語群 (e.g., toyota, ford, 
benz) で構成されているものを指す． 
辞書からシードとしていくつかの辞書単語を選択し
てシステムに入力することで，同じカテゴリに所属す
る辞書単語群を Web 上の HTML 文書から抽出し，辞
書を拡張することを目的とする．我々は，Wang ら
[1,2,3] の Set Expander for Any Language (SEAL) 
における単語抽出を HTML 文書コーパスに特化させ
た，XPath と包含パターンによる抽出手法を提案した．
また，デモシステム Synonome (図 1) を構築した． 
 
 
図 1: Synonome 構成図 
 
2 Fetcher 
Fetcher は，ユーザから与えられたシードをもとに
構成したクエリを検索エンジン API へ入力し，検索結
果のトップ URL を取得する． 
クエリは，シードがそれぞれダブルクォートされた
うえで半角スペースによって連結されたもの (e.g., 
“toyota” “ford” “benz”) である．したがって，シードそ
れぞれがフレーズ検索され，かつ AND 検索された文
書の URL が返る． 
 
3 Worker 
Worker は並列分散処理になっており，Fetcher から
与えられた URL ひとつごとに存在する．Worker は
Downloader と Extractor で構成される． 
 
3.1 Downloader 
Downloader は，Fetcher から与えられた URL が示
す HTML 文書を正しくエンコード判別を行いながら
取得する．エンコード判別手順は次の通りである． 
 
1. サーバが返す HTTP レスポンスの Content-Type
フィールドにおける charset パラメータを用いる． 
2. METAタグのhttp-equivの値がContent-Typeで，
かつ charset パラメータが含まれている場合はそ
れを用いる． 
3. juniversalchardet1を用いてエンコード判別を行
った結果を用いる． 
4. ISO-8859-1 を用いる． 
 
3.2 Extractor 
Extractor は，Downloader から与えられた HTML
文書をもとに候補インスタンスの抽出を行う．候補イ
ンスタンスとは，シードと同じカテゴリに属すると思
われる辞書単語の候補である． 
HTML 文書を DOM ツリーにパースし，シードが出
現した DOM ノードを取得する．このノードと同じパ
スに存在するノード群を，XPath2を用いて抽出する．
抽出されたノードが持つ文字列を候補文字列と呼ぶ． 
候補文字列から包含パターンを構築し，それを候補
文字列へ適用することで候補インスタンスを抽出する．
包含パターンは，候補文字列中に現れるシード の左文
字列 と右文字列 の組     によって定義される． と は
 に隣接し，かつ最大長でなければならない．また，シ
ード群 におけるすべての   と少なくとも 1 回は隣
接しなければならない．したがって，     によって抽
出される辞書単語集合を ，その要素を   すると，
     は次の制約を満たすことになる． 
 
i. すべてのシード において， と等しい が存在する． 
ii. i.を満たすような の接尾辞文字列  と の接頭辞文
字列  が存在しない． 
 
なお，シードがタグのみで囲われていた場合に包含
パターンが抽出できなくなってしまうのを避けるため，
候補文字列は¥0x02 および¥0x03 で囲われる． 
     はシードの左右文字列で構成されたパトリシア
木によって発見される．ノードはシード番号でラベル
づけされ，左文字列は反転して木に挿入される． 
左木が持つノードを  ，右木が持つノードを  とし，
  が持つラベル集合を         ，  が持つラベル集合
を         とすると，次の制約を満たす  ，  の組が
持つ文字列がそれぞれ ， となる． 
 
I. ラベル集合                   がすべてのシー
ドを少なくともひとつ含む． 
II. Ⅰ.を満たすような親ノードが存在しない． 
                                               
1 http://code.google.com/p/juniversalchardet 
2 XML Path Language．DOM ツリー上の特定の DOM ノードを抽出す
ることのできる言語構文 
 こうして構築された包含パターン     を候補文字列
に適用することで，候補インスタンスを抽出する．こ
のアルゴリズムの流れを図 2 に示す． 
 
 
図 2: アルゴリズム概要図 
 
 
4 Ranker 
Ranker は，Extractor から与えられた候補インスタ
ンスをもとにグラフを構築し，Random Walk with 
Restart (RWR)[4]を用いてランキングを行う． 
 
 
 
 
HTML 文書 doc，XPath で指定されたタグ tag，包
含パターン ptn および抽出された辞書単語 ins で構成
されたグラフを構築する(表 1)． 
グラフ上のノード からノード へ遷移するとき，ま
ず(1)式によりエッジ を確率      で選択する． が定
まったら(2)式により を確率        で選択する．この
ようにして個々の遷移確率が求まると，(3)式により遷
移確率行列 が定まる． 
(4)式により反復回数   回目におけるグラフの状
態ベクトル     が求まる．初期ベクトル   は，シード
ノードが確率     を持ち，それ以外のノードは 0 を持
つ．なお， はシードノードへ転移する確率である． 
状態ベクトルが収束するまで反復を繰り返し，1 ノ
ードあたりの訂正量    が      のとき収束とする． 
 
 
5 評価実験 
カテゴリ 表 2 に示す 36 カテゴリ 
パラメータ                           
API，HTML パーサ Bing API3, TagSoup4 
                                               
3 http://www.bing.com/developers 
提案手法 (XPIP) と既存手法 (SEAL) について，シ
ードをランダムに選択し 5 回試行した平均値を，MAP 
(Mean Average Precision)，適合率，再現率，F 値のそ
れぞれで算出した． 
再現率はどちらもほぼ 1 でありカテゴリ内の辞書単
語を網羅できている．適合率は XPIP が平均して 0.182
高く，双方を考慮した値であるF値は0.184高かった． 
言語ごとに大きな差は見受けられず，言語によらな
い抽出ができていると言える． 
カテゴリ別では，cmu-buildings や diseases の MAP
が低い．前者は取得された HTML 文書が少ないため，
後者は病気の種類があまりに多く正解データセットで
網羅しきれなかった辞書単語があったためである． 
 
表 2: カテゴリ一覧 
 
データ名 en ja cn 説明 
1 disney-movies ✓ ✓ ✓ ディズニー映画 
2 constellations ✓ ✓ ✓ 星座 
3 countries ✓ ✓ ✓ 世界の国 
4 mlb-teams ✓ ✓ ✓ MLB チーム 
5 nba-teams ✓ ✓ ✓ NBA チーム 
6 nfl-teams ✓ ✓ ✓ NFL チーム 
7 car-makers ✓ ✓ ✓ 自動車製造業 
8 us-presidents ✓ ✓ ✓ 米国大統領 
9 us-states ✓ ✓ ✓ 米国州 
10 cmu-buildings ✓ 
  
メロン大学の建物 
11 diseases ✓ 
  
病気 
12 periodic-comets ✓ 
  
彗星 
13 japan-emperors 
 
✓ 
 
天皇 
14 japan-prime-mins 
 
✓ 
 
総理大臣 
15 japan-provinces 
 
✓ 
 
都道府県 
16 china-dynasties 
  
✓ 中国王朝 
17 china-provinces 
  
✓ 中国行政区分 
18 taiwan-cities 
  
✓ 台湾行政区分 
 
6 結論 
本研究では，Web 上の HTML 文書を利用した辞書
拡張を目的とし，XPath と包含パターンによる抽出手
法を提案した．XPath による抽出範囲の絞り込みが効
果的に働き，F 値で既存手法を 0.184 上回る結果を残
した．一方，RWR がノイズ除去に効果的だったため
MAP はほとんど変わらなかった． 
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